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中遠広域事務組合議会２月定例会

２０２２．２．３（木） ｐｍ２：００～

於：磐田市新貝 事務組合会議室

出席者（敬称略）寺田・近藤・議長・大庭報告

組合議会 磐田市７名 森町２名 計１３名

市長提案説明＞ 昨年より▲１５３，４２９千円の減、理由は粗大ゴミ処理施設の長寿

命化修繕費用を令和元年より再開し増額となるが、一宮最終処分場の円

堤築造工事の築造及び建設費の償還が令和３年度で完了することにより

令和４年度は減額となった。

議案＞

・報告第１号 例月出納検査結果の報告について

令和３年の７月から１０月までの出納検査報告あり。

帳簿残高・現金残高ともに符号 216,428,978円「10月末現在」

・議案第１号 令和４年度中遠広域事務組合会計予算 （千円）

歳 入 歳 出

※１分担金及び負担金 ５３７，１０５ １議会費 ３７８

２使用料及び手数料 ８９２ ２総務費 ６４，３２６

３財産収入 １６，０４４ ３事業費 ６０６，９４７

４繰入金 ３０，０００ ４公債費 ４３，５４８

５繰越金 ９，８００ ５予備費 １，０００

６諸収入 ５８

７組合債 １２２，３００

歳入合計 ７１６，１９９ 歳出合計 ７１６，１９９

※歳入１：分担金及び負担金当組合への袋井市の分担金は １５４，７４９千円

※歳出３：事業費 不燃物処理施設業務費（新貝） ３５３，３６９千円

不燃物最終処分場管理費（一宮） １７，４１１千円

〃 業務費（ 〃 ）２３６，１６７千円

採決結果＞１議案のみの提案がされ、全員賛成（議長を除く１２名）原案可決でした。

議案質疑＞

Ｑ１ 磐田・袋井・森町の搬入量が減量されているが減額はされないのか。

４月から磐田市が民間に出すようだが主灰、飛灰が減り減額しないのか。

Ａ１ （事務局長）予算には磐田市６％減、1,335 万円、袋井市５％増 1,165 万円、森
町 0.8 ％増 175 万円が反映されている。磐田の一宮処分場への搬入状況は 4 ～
12月 1656ｔ、民間にはこれまでの半分程度搬出すことになる。

Ｑ２ 一宮最終処分場の管理運営費が今年も約 6,700 万円余計上されている。希釈水は
毎年 6,000万円以上計上されてきたがゴミ減量に伴い減らないか。

Ａ２ 水質確保が前提、現状のところ希釈水増減への影響はない。

Ｑ３ 長寿命化修繕費用の増額の内容を詳しく知りたい。

Ａ３ 不燃ゴミ破砕機、残渣ホッパー、コンベア修繕など、136,000千円
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Ｑ４ 基礎割合（人口、磐田 61．4 ％：袋井 32．13 ％：森町 6．47 ％）が変わってい
ないが、管理者会で話したか。

Ａ４ 今のところ見直しは考えていない。合併以降変化もなく、今まで議論もなかった。

Ｑ５ 長寿命化計画は全体的にどの程度の期間でやるか。また、どんな事業を対象とし

ているか。

Ａ５ 長寿命化計画期間について、Ｈ３０～を５ヶ年計画で頭書Ｒ４完了として、計画

を策定してきたが、再度残事業の精査をした結果、Ｒ７迄の期間となる。延長の

理由として、基幹的設備の改修のための部品を海外から調達しなければならなく

なりその関係で多くの時間を要することになった。

Ｑ６ ゴミ収集処理業務委託を計上し、Ｒ４ヒアリングをするようだが、何をヒアリン

グをして決めていくか。

Ａ６ Ｒ２調査委託をした民間の最終処分場の業者の中から自治体との契約実績のある

５社選んでヒアリングしていく。民間の最終処分場でゴミ処理をする、その中で

会社の信頼性、災害時の対応やコスト、などのヒアリングをする。

Ｑ７ 長寿命化の計画がＲ７までと言うことだが、当該施設の将来見通しを伺う。

Ａ７ 長寿命化修繕で１５年延伸できる。電機やその他修繕をすることで予防事業で大

丈夫と判断している。

Ｑ８ 基礎割合について、見直しすべきだ、管理者の考えは。

Ａ８ （草地市長）これまで大きな変更点は無かったので議題には上げてこなかった。

今回、提案貰ったので話題に上げていきたい。

Ｑ９ 適切な改善がされている、との監査員から提言されている、何をコストダウン

したか。

Ａ９ コスト縮減として維持管理として消耗品費など、過去の３年間の実績を精査し、

粗大ゴミ処理施設の電気料３５万円減、宇刈最終処分場において３４万円減、一

宮最終処分場において３００万円減のコスト縮減をした。

Ｑ 10 不燃物処理運営費の一宮において 146,028 千円が昨年より 1,000 万円上がった理
由は。

Ａ 10 中央沈渣室の業務民間委託について、より安全確保のために民間に委託したため
増額した。

Ｑ 11 エコアクション 21の事業についての啓発活動について伺いたい。
Ａ 11 当該事業の啓発活動は環境負荷の軽減に効果があるということで、ホームペー

ジにＵＰしている、これへのアクセスが 20,000件のアクセスがある。
Ｑ 12 光熱水費について、環境活動レポートで目標について報告されているが、これが

予算に加味されているか伺う。

Ａ 12 新貝、宇刈、一宮等地元に環境負荷にならないように配慮した予算にしている。

Ｑ 13 がれきの中のガラス処理について伺いたい。

Ａ 13 ガラスについては年間の排出が 43万円ある。
以上


